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Ⅰ．調査の概要                            

１．調査の目的 

   平成３１年度で終了となる「台東区次世代育成支援計画」を改定し、次期計画を策定するに

あたり、子育て支援事業の利用意向や子育て環境の現状等を把握するため、子育て世帯を中心

とした区民を対象にニーズ調査を実施する。 

 

２．調査対象及び調査方法 

 （１）就学前児童保護者    …２，１６８人 

   ①区内在住の平成２４年４月２日から平成３０年８月３１日までに生まれた児童の保護者

に郵送配布・郵送回収…１，２０５人 

   ②区内の保育園・幼稚園・認定こども園に通う３歳児から５歳児の保護者に通園施設を通し

て配布・回収…９６３人 

     

 （２）小学生         …  ３０４人 

    区立小学校に通う小学５年生に学校を通して配布・回収 

 

 （３）小学生保護者      …１，９４０人 

    区立小学校に通う小学１年生から６年生の保護者に学校を通して配布・回収 

 

 （４）中学生         …  ９５６人 

   ①区内在住の平成１５年４月２日から平成１８年４月１日までに生まれた児童に郵送配

布・郵送回収…２７０人 

   ②区立中学校に通う中学１年生から３年生に学校を通して配布・回収…６８６人 

 

 （５）中学生保護者      …  ９５６人 

   ①区内在住の平成１５年４月２日から平成１８年４月１日までに生まれた児童の保護者に

郵送配布・郵送回収…２７０人 

   ②区立中学校に通う中学１年生から３年生の保護者に学校を通して配布・回収…６８６人 

 

 （６）高校生相当年齢者    …  ９００人 

    区内在住の平成１０年４月２日から平成１３年４月１日までに生まれた児童に郵送配

布・郵送回収 

 

 （７）高校生相当年齢者保護者 …  ９００人 

    区内在住の平成１０年４月２日から平成１３年４月１日までに生まれた児童の保護者に

郵送配布・郵送回収 

 

 （８）若者（１８歳～３９歳） … １，０００人 

区内在住の昭和５３年４月２日から平成１２年４月１日までに生まれた方に郵送配布・郵送 

回収 
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３．調査期間 

  平成３０年１０月１５日～平成３０年１０月３１日 

 

４．回収結果 

調査対象 配布数 回収数 回収率 前回調査回収率 

就学前児童保護者 ２，１６８ １，４２９ ６５．９％ ７３．２％ 

小学生 ３０４ ２４０ ７８．９％  

小学生保護者 １，９４０ １，４７１ ７５．８％ ７６．５％ 

中学生 ９５６ ５２７ ５５．１％ ７２．５％ 

中学生保護者 ９５６ ５４３ ５６．８％ ６５．６％ 

高校生相当年齢者 ９００ ２６３ ２９．２％ ４０．３％ 

高校生相当年齢者 

保護者 
９００ ３２９ ３６．６％ ４４．７％ 

若者 １，０００ ２５９ ２５．９％  
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Ⅱ．調査結果                             

１．台東区の子育て環境 

（１） 台東区では、子育ての環境整備や様々な支援を行っています。あなたは台東区で子

育てをしていて、子育てをしやすいと感じますか。 

 

    
 

（２） 子育てに関して不安や負担感を感じていますか。 

 
 

       

とても子育てし

やすい, 8.7%

子育てしやすい, 
43.3%

どちらともいえ

ない, 33.4%

やや子育てしに

くい, 8.4%

子育てしにく

い, 4.1%
無回答, 2.1%

非常に不安や負

担を感じる, 
8.5%

何となく不安や

負担を感じる, 
37.6%

あまり不安や負

担は感じない, 
33.7%

まったく感じな

い, 8.5%

なんともいえな

い, 10.4%
無回答, 1.3%

N=3772 

N=2343 
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２．就学前児童保護者調査の結果 

  ① 子育て（教育を含む）を主に行っている人 

（３） あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っている方はどなたですか。 

続柄はお子さんからみた関係です。 

 

子育てを主に行っている人は「父母ともに」が 54.5％と最も多く、次いで「主に母親」が

44.1％の順となっています。 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父母ともに, 
54.5％

主に父親, 0.9％

主に母親, 44.1％

主に祖父

母, 0.2％
その他, 0.1％ 無回答, 

0.2％

N＝1429 
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② 子供の生活環境 

（４） あて名のお子さんが自宅の外（公園等の屋外）で遊んで過ごす時間はどのくらいで

すか。 

 

  平日は「３０分未満」が最も多く 50.6％となっており、休日は「2～４時間未満」が 31.8％、

次いで「１～２時間未満」が 30.3％となっています。 

 

  平日（1日あたり） 

   

 

  休日（1日あたり） 

   

３０分未満, 
50.6％

３０～６０分未

満, 18.8％

１～２時間未

満, 19.2％

２～４時間未満, 
9.0％

４～６時間未

満, 1.3％
６時間以上, 0.6％ 無回答, 0.5％

３０分未満, 5.9％

３０～６０分未

満, 13.0％

１～２時間未満, 
30.3％

２～４時間未満, 
31.8％

４～６時間未満, 
13.9％

６時間以上, 4.7％ 無回答, 0.4％

N＝1429 

N＝1429 
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（５） あて名のお子さんが自宅でスマートフォンのゲームやテレビゲーム等で遊んで過ご

す時間はどのくらいですか。 

 

  「３０分未満」がそれぞれ最も多く、平日は 71.6％、休日は 62.7％となっています。 

 

  平日（1日あたり） 

 

   
 

休日（1日あたり） 

 

    

 

３０分未満, 
71.6％

３０～６０分

未満, 13.2％

１～２時間未満, 
9.4％

２～４時間未満, 
2.6％

４～６時間未満, 
0.4％

６時間以上, 0.1％
無回答, 2.7％

３０分未満, 
62.7％

３０～６０分未

満, 14.4％

１～２時間未満, 
13.1％

２～４時間未満, 
6.0％

４～６時間未満, 
1.2％

６時間以上, 0.2％ 無回答, 2.4％

N＝1429 

N＝1429 



7 
 

（６） あて名のお子さんの就寝時間は何時くらいですか。 

  

   お子さんの就寝時間は「２１時～２２時」が最も多く、42.0％となっています。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.0％

9.1％

33.9％

42.0％

11.4％

1.6％

1.0％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

１９時以前

１９時～２０時

２０時～２１時

２１時～２２時

２２時～２３時

２３時以降

無回答

N＝1429 
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③ 子育ての悩み・気になること 

（７） 子育てに関して、日常悩んでいること、または気になることはどのようなこと 

ですか。（複数回答） 

 

子育ての悩みや気になることについては「子供の教育に関すること」が 37.8％と最も多く、

次いで「食事や栄養に関すること」が 37.6％、「病気や発育・発達に関すること」が 32.1％

となっています。 

 
 

37.8％

37.6％

32.1％

30.9％

28.9％

26.3％

16.7％

15.5％

12.5％

12.3％

9.9％

7.1％

6.2％

5.5％

5.5％

4.5％

2.1％

6.1％

11.2％

1.8％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

子供の教育に関すること

食事や栄養に関すること

病気や発育・発達に関すること

子供を叱りすぎているような気がすること

仕事や自分のやりたいことが十分できないこと

子供との時間を十分にとれないこと

子供との接し方に自信が持てないこと

友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること

配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

子育てに関して配偶者の協力が少ないこと

子育ての方法がよくわからないこと

地域の子育て支援サービスの内容や利用・申込方法がよ

くわからないこと

子育てに関して配偶者と意見が合わないこと

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場などまわ

りの目が気になること

子育てのストレスがたまって、子供に手をあげたり、世

話をしなかったりしてしまうこと

話し相手や相談相手がいないこと

登園拒否などの問題について

その他

特にない

無回答

N＝1429 
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④ 育児休業の延長 

（８） あて名のお子さんが1歳になったときに必ず預けられる環境があった場合、職場 

復帰をどう考えますか。 

 

  「１歳以降にも育児休業を取得したい」が 39.7％と最も多く、次いで「１歳になるまで 

育児休業を取得したい」が 37.8％となっています。 

 

      

（９） 育児休業を延長するため、不承諾を前提に保育所の申請をする予定（したこと）は

ありますか。 

 

  「申請する予定（申請した）」が 46.2％、「申請しない」が 49.4％となっています。 

 

      
 

１歳になる前

に復帰したい, 
17.9%

１歳になるま

で育児休業を

取得したい, 
37.8%

１歳以降にも

育児休業を取

得したい, 
39.7%

その他, 3.2% 無回答, 1.4%

申請する予定

（申請した）, 
46.2%

申請しない, 
49.4%

その他, 2.6% 無回答, 1.8%

N＝156 

N＝156 
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⑤ 平日の定期的な教育・保育の事業の利用状況 

   ⅰ 現在の利用状況 

（１０） あて名のお子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」

を利用されていますか。 

 

平日の定期的な教育・保育事業の利用状況は「利用している」が 77.0%となっています。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用している, 
77.0％

利用していな

い, 22.3％

無回答, 0.7％

N＝1429 
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（１１） （１０）で「利用している」を選択した方にお伺いします。 

あて名のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。 

年間を通じて「定期的に」利用している事業をお答えください。（複数回答） 

 

平日に定期的に利用している事業は「幼稚園」が 39.2％、「認可保育所」が 38.5%、「認定こど

も園（長時間保育）」が7.0％となっています。 

  

 

39.2％

38.5％

7.0％

4.4％

4.4％

3.1％

1.8％

1.7％

1.4％

0.9％

0.7％

0.5％

0.4％

1.5％

1.3％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

幼稚園（通常の就園時間の利用）

認可保育所（国が定める最低基準に適合した施設で都

道府県等の認可を受けた定員２０人以上のもの）

認定こども園（長時間保育（幼稚園と保育施設の機能

を併せ持つ施設））

認定こども園（短時間保育（幼稚園と保育施設の機能

を併せ持つ施設））

認証・認定保育施設（認可保育所ではないが、自治体

が認証・認定した施設）

幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預か

る事業のうち定期的な利用のみ）

その他の認可外の保育施設

小規模な保育施設（国が定める最低基準に適合した施

設で区市町村の認可を受けた定員６～１９人のもの）

ファミリー・サポート・センター（地域住民が子供を

預かる事業）

企業主導型保育施設（企業が主に従業員用に運営する

認可外保育施設。地域枠：利用者と企業の直接契約）

事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営する施

設。地域枠：区による「保育の必要性」の認定が必

要）

居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子

供の家庭で保育する事業）

家庭的保育・共同型家庭的保育（保育者の家庭等で５

人以下の子供を保育する事業）

その他

無回答

N＝1100 
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ⅱ 定期的に利用したいと考える事業 

（１２） 現在、利用している、利用していないにかかわらず、平日の教育・保育の事業と

して、「定期的に」利用したいと考える事業は何ですか。（複数回答かつ利用した

い順番を回答） 

 

平日に定期的に利用したいと考える事業は「認可保育所」が54.5％と最も多く、次いで「認定こ

ども園（長時間保育）」が50.6％、「幼稚園」が50.0％、「幼稚園の預かり保育」が28.6％の順に

なっています。 

 

54.5％

50.6％

50.0％

28.6％

20.9％

17.0％

12.9％

10.4％

10.4％

9.9％

7.8％

6.9％

4.4％

2.8％

2.7％

0.8％

10.6％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

認可保育所（国が定める最低基準に適合した施設で都道

府県等の認可を受けた定員２０人以上のもの）

認定こども園（長時間保育（幼稚園と保育施設の機能を

併せ持つ施設））

幼稚園（通常の就園時間の利用）

幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる

事業のうち定期的な利用のみ）

認定こども園（短時間保育（幼稚園と保育施設の機能を

併せ持つ施設））

病児保育

認証・認定保育施設（認可保育所ではないが、自治体が

認証・認定した施設）

小規模な保育施設（国が定める最低基準に適合した施設

で区市町村の認可を受けた定員６～１９人のもの）

事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営する施

設。地域枠：区による「保育の必要性」の認定が必要）

ファミリー・サポート・センター（地域住民が子供を預

かる事業）

企業主導型保育施設（企業が主に従業員用に運営する認

可外保育施設。地域枠：利用者と企業の直接契約）

居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子供

の家庭で保育する事業）

夜間保育

その他の認可外の保育施設

家庭的保育・共同型家庭的保育（保育者の家庭等で５人

以下の子供を保育する事業）

その他

無回答
N＝1429 
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ⅲ 定期的な教育・保育事業の実際の利用開始時期と希望開始時期 

（１３） あて名のお子さんは、定期的な教育・保育の事業を何歳から利用したい（したか

った）ですか。実際の利用開始年齢、希望の（だった）利用開始年齢をお答えく

ださい。 

 

  ① 実際の利用開始年齢 

      

  

 

② 希望の（だった）利用開始年齢 

      

21.6％

19.0％

5.9％

30.4％

2.0％

0.0％

21.1％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

無回答

18.3％

30.8％

12.0％

33.7％

1.8％

0.2％

3.2％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

無回答

N＝1429 

N＝1429 
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（１４） 実際の利用開始年齢と希望の（だった）利用開始年齢が異なっている場合、どの

ような対応をとりましたか。 

 

「希望の（だった）利用開始年齢よりも前倒しで申請した」が 24.9％となっており、次いで

「希望とは違う種類の教育・保育施設を利用した」が 12.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.9％

12.2％

7.3％

4.2％

3.6％

3.5％

0.4％

0.3％

7.4％

36.2％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

希望の（だった）利用開始年齢よりも前倒し

で申請した

希望とは違う種類の教育・保育施設を利用し

た

育児休業を延長した

仕事を退職した

祖父母等の親族にみてもらうようにした

ベビーシッター、一時預かり等の違う制度を

利用した

託児付の職場に転職した

他自治体の教育・保育施設を利用した

その他

無回答

N＝743 
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（１５） （１４）で「希望とは違う種類の教育・保育施設を利用した」を選択した方にお

伺いします。どの教育・保育事業に預けましたか。 

   

「認証・認定保育施設」が最も多く 24.2％となっており、次いで「その他の認可外の保育 

施設」が 20.9％となっています。 

   

  ⅳ １歳児から利用希望だが、やむなく０歳児で保育園入園申請した経験（する予定） 

（１６） １歳からの保育所利用を希望していたが、待機児童を避けるため、やむなく０歳

児の枠で入園申請を行った経験はありますか。また、申請したいと考えますか。 

 

１歳からの保育所利用を希望していたが、待機児童を避けるため、やむなく０歳児の枠で 

入園申請を行った経験について、「ある（申請する）」が 32.3％、「ない（申請しない）」が 53.0％

となっています。 

 

24.2％
20.9％

13.2％
6.6％
6.6％
6.6％

4.4％
3.3％

2.2％
1.1％

8.8％
2.1％

0％ 10％ 20％ 30％

認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

幼稚園

認可保育園

小規模な保育施設

事業所内保育施設

家庭的保育・共同型家庭的保育

認定こども園（長時間保育）

認定こども園（短時間保育）

企業主導型保育施設

その他

無回答

ある（申請す

る）, 32.3％

ない（申請しな

い）, 53.0％

無回答, 
14.7％

N＝1429 

N＝91 
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（１７） １歳からの保育所利用を希望していたが、待機児童を避けるため、やむなく０歳

児の枠で入園申請をした最も近い理由は何ですか。 

 

「０歳児の枠の方が、１歳児の枠より入りやすいと感じたため」が最も多く、79.9％と 

なっています。 

 
 

 

  ⅴ 平日夜間の定期的な教育・保育の利用希望 

（１８） 平日の夜間に、定期的な教育・保育の事業の利用希望はありますか（一時的な利

用は除きます）。 

 

  「利用する必要はない」が最も多く、85.3％となっています。 

 

    

79.9％

5.4％

4.3％

2.2％

0.9％

6.9％

0.4％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

０歳児の枠の方が、1歳児の枠より入りやすい
と感じたため

職場の要望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があったため

人事異動や業務の節目の時に合わせるため

配偶者や家族の希望があったため

その他

無回答

85.3％

1.9％

4.2％

5.7％

2.9％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

利用する必要はない

ほぼ毎日利用したい

週に１、２回は利用したい

月に１、２回は利用したい

無回答

N＝462 

N＝1429 
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  ⑥ 子供が病気の時の対応 

ⅰ 子供が病気で通常の教育・保育事業が利用できなかった経験の有無 

（１９） 平日の定期的な教育・保育の事業を利用している方（（１１）で「利用している」

と回答された方）にうかがいます。 

この１年間に、あて名のお子さんが病気やけがで通常の教育・保育が利用できなか

ったことはありますか。 

 

お子さんが病気やけがで通常の教育・保育が利用できなかった有無については、「あった」 

が 60.7%となっています。 

       

 

   ⅱ 病児・病後児のための保育施設等の利用意向 

（２０） 「父親が休んだ」または「母親が休んだ」と回答された方にうかがいます。その

際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。 

 

病児・病後児のための保育施設等の利用については、「預けたいとは思わない」が57.5%と 

なっています。 

       
 

あった, 
60.7％

なかった, 
17.4％

無回答, 
21.9％

できれば預

けたい, 
41.5％預けたいとは思

わない, 57.5％

無回答, 1.0％

N＝1429 

N＝623 
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⑦ 一時預かり等の利用 

   ⅰ 一時預かり等を利用する必要性 

（２１） あて名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、一時預

かり事業を利用する必要があると思いますか。 

 

一時預かり事業の利用については、「利用したい」が 45.６％、「利用する必要はない」が

48.4％となっています。 

         

 ●「利用したい」人の利用事由別内訳（複数回答） 

「利用したい」と回答した人の目的としては、「私用、リフレッシュ目的」が75.9%となってい

ます。 

 

  

       

 

 

利用したい, 
45.6％

利用する必要

はない, 48.4％

無回答, 6.0％

75.9％

40.2％

35.3％

28.0％

7.2％

2.9％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

私用（買い物、子供（兄弟姉妹を含む）や親の習い事

等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、園・学校行事

兄弟姉妹や親の通院

不定期の就労

その他

無回答

（日）

年間利用希望平均日数 27.5

（内　訳）

14.2
5.8
8.4
30.8
15.1その他

冠婚葬祭、園・学校行事
私用（買い物、子供や親の習い事等）、リフレッシュ

兄弟姉妹や親の通院
不定期の就労

N＝1429 

N＝651 

N＝651 
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⑧ 小学校就学後に放課後過ごさせたい場所 

※平成２５年４月２日以前に生まれた人（５歳児）のみ 

   ⅰ 小学校低学年時に放課後過ごさせたい場所 

（２２） あて名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平

日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。 

（複数回答） 

 

小学校低学年において放課後の時間で過ごさせたい場所については「習い事（ピアノ教室、サッ

カークラブ、学習塾等）」が47.0％と最も多く、次いで「こどもクラブ（学童保育）」が43.2％、

「自宅」が42.5％となっています。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

47.0％

43.2％

42.5％

32.0％

10.2％

9.4％

1.1％

22.2％

9.4％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾等）

こどもクラブ（学童保育）

自宅

放課後子供教室

祖父母宅や友人・知人宅

児童館

ファミリー・サポート・センター

その他（公園など）

無回答 N＝266 
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  ⅱ 小学校高学年時に放課後過ごさせたい場所 

（２３） あて名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平

日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。 

（複数回答） 

 

小学校高学年において放課後の時間で過ごさせたい場所については、「習い事（ピアノ教室、サ

ッカークラブ、学習塾等）」が75.6％と最も多く、次いで「自宅」が55.3％となっています。 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75.6％

55.3％

28.2％

16.9％

13.5％

13.5％

0.8％

25.9％

9.4％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾等）

自宅

放課後子供教室

こどもクラブ（学童保育）

祖父母宅や友人・知人宅

児童館

ファミリー・サポート・センター

その他（公園など）

無回答

N＝266 
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⑨ 区の子育て支援で特に力を入れてほしいもの 

（２４） 区の子育て支援として、次の項目の中から、あなたが特に力を入れてほしいもの

は何ですか。（複数回答） 

 

区の子育て支援として特に力を入れてほしいものについては、「公園など家の外で安心し 

て子供が遊べる場を増やしてほしい」が 51.3％となっています。 

 

 

51.3％

35.8％

30.4％

29.2％

28.9％

26.5％

24.3％

23.2％

22.5％

17.2％

15.4％

9.8％

9.4％

8.1％

7.1％

6.6％

5.9％

5.2％

8.9％

2.9％

1.9％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

公園など家の外で安心して子供が遊べる場を増やし

てほしい

保育所を増やしてほしい

親子が安心して集まれる身近な場を増やしてほしい

保育所や幼稚園にかかる出費負担を軽減してほしい

認定こども園を増やしてほしい

親子で楽しめるイベントを開催してほしい

放課後子供教室を増やしてほしい

児童手当などの給付事業による家庭の経済的支援を

強めてほしい

こどもクラブ（学童保育所）を増やしてほしい

安心して子供が医療機関にかかれる体制を整備して

ほしい

残業時間の短縮や休暇の取得促進など企業に対して

職場環境の改善を働きかけてほしい

誰でも気軽に利用できるＮＰＯ等による保育サービ

スがほしい

幼稚園を増やしてほしい

子供への虐待を防止する取組みや子供の人権を守る

取組みを強めてほしい

子育てに困った時に相談したり情報が得られる場を

作ってほしい

子育て中の親同士が交流できる場や子育てについて

学べる機会を提供してほしい

子ども家庭支援センターのあそびひろばを増やして

ほしい

児童館を増やしてほしい

その他

特にない

無回答

N＝1429 
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３．小学生調査の結果 

① 将来について 

（２５） あなたは、将来、どの段階まで進学したいですか。 

 

将来、どの段階まで進学したいかについては、「大学またはそれ以上」が 49.6％と約半数の

割合を占めています。 

 

② 普段の生活 

（２６） 毎日の食事で、１日１回は家族と食事をとっていますか。 

  

  １日１回は家族と食事をとっているかについては、「ほぼ毎日一緒に食べる」が 84.2％、「週

に４、5日は一緒に食べる」が 7.9％の順となっています。 

 

   
 

0.4％

7.1％

9.2％

49.6％

32.5％

1.2％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学卒業以降の進学を希望しない

高校まで

短大・高専・専門学校まで

大学またはそれ以上

まだわからない

無回答

84.2％

7.9％

3.8％

2.1％

0.8％

1.2％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日一緒に食べる

週に４、５日は一緒に食べる

週に２、３日は一緒に食べる

週に１日程度は一緒に食べる

ほとんど一緒に食べない

無回答

N=240 

N=240 
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③ 学校・勉強のこと 

（２７） あなたは、学校の授業がわからないことがありますか。 

 

   学校の授業がわからないかについては、「ほとんどない」が 50.4％、次いで「少しある」

が 36.3％の順となっています。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほとんどない, 
50.4％

少しある, 
36.3％

半分くらいある, 
9.6％

わからないことが

多い, 2.5％

ほとんどわからな

い, 0.4％
無回答, 0.8％

N=240 
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（２８） あなたは、学習塾に通ったり、家庭教師に来てもらっていますか。 

通っている（来てもらっている）場合、１週間に何日通っていますか。 

 

  学習塾や家庭教師を利用している割合は 55.8％となっています。また、利用している人のう

ち、「週に３日」が 35.8％、次いで「週に２日」が 27.6％となっています。 

     
 

●通って（来てもらって）いる内訳 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

通って（来て

もらって）い

ない, 
41.7％

通って（来

てもらっ

て）いる,
55.8％

無回答, 2.5％

8.2%

27.6%

35.8%

17.9%

6.0%

3.7%

0.7%

0% 20% 40% 60%

週に１日

週に２日

週に３日

週に４日

週に５日

週に６日

毎日
N=134 

N=240 
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４．小学生保護者調査の結果 

① こどもクラブ・放課後子供教室・児童館ランドセル来館の利用希望 

   ⅰ こどもクラブの利用希望 

（２９） 平日、土曜日または夏休みなどの長期休業日に、あて名のお子さんについて、こ

どもクラブ（学童保育）を利用したいですか。現在の入会の有無に関係なく回答

してください。（複数回答） 

こどもクラブ（学童保育）の利用希望は「利用希望はない」が 51.1％と最も多く、次いで「夏

休みなどの長期休業日に利用したい」が42.8％の順になっています。 

       

（３０） （２９）で「平日に利用したい」と回答された方にうかがいます。 

希望する利用頻度はどのくらいですか。 

平日にこどもクラブ（学童保育）を利用したい人の希望する利用頻度は「週５日以上利用し

たい」が 51.7％と最も多く、次いで「週３、４日利用したい」が 31.4％となっています。 

         

 

 

 

51.1％

42.8％

22.1％

8.5％

2.9％

0％ 20％ 40％ 60％

利用希望はない

夏休みなどの長期休業日に利用し

たい

平日に利用したい

土曜日に利用したい

無回答

週５日以上利用

したい, 51.7％
週３、４日利用

したい, 31.4％

週１、２日利用し

たい, 14.8％
無回答, 2.1％

N=1471 

N=325 
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ⅱ 放課後子供教室の利用希望 

（３１） あて名のお子さんの学校で放課後子供教室を実施した場合、放課後子供教室を利

用してみたいと思いますか。 

 

「すでに利用している」が 7.7％、「利用してみたい」が 56.2％となっており、合計 63.9％

となっています。 

      
 

（３２） 放課後子供教室をどのような理由で利用していますか（利用してみたいですか。）。 

     （複数回答） 

   

   子供の学校で、放課後子供教室を実施している（した）場合、「すでに利用している」、「利

用してみたい」を選択した方のうち、「指導員が見守りを行うなど安心な運営体制が取られて

いるから」を選択した方が 62.6％と最も多い結果となっています。 

   

すでに利

用してい

る, 7.7％

利用して

みたい, 
56.2％

利用するつも

りはない, 
34.3％

無回答, 1.8％

62.6％

51.0％

43.7％

31.3％

29.0％

9.6％

2.3％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

指導員が見守りを行うなど安心な運営体

制が取られているから

長期休業日も実施しているから

参加費用が無料だから

異学年の児童との交流が図られているか

ら

参加させたいプログラムがあるから

その他

無回答

N=1471 

N=941 
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（３３） 放課後子供教室を利用していない（利用するつもりはない）理由は何ですか。 

     （複数回答） 

 

  「（習い事などで）時間が合わないから」が 47.1％と最も多くなっており、次いで「放課後

の時間帯に保護者が在宅しているから」が 37.6％となっています。 

 

 
  

ⅲ 児童館ランドセル来館の利用希望 

（３４） 児童館で実施しているランドセル来館を利用してみたいと思いますか。 

 

  「すでに利用している」が 7.7％、「利用してみたい」が 20.0％となっており、合計 27.7％

となっています。 

      

 

 

47.1％

37.6％

10.5％

9.9％

3.4％

3.0％

1.6％

20.0％

3.0％

0％ 20％ 40％ 60％

（習い事などで）時間が合わないから

放課後の時間帯に保護者が在宅しているから

こどもクラブ（学童保育）に入会している…

放課後子供教室以外で遊ばせたいから

おやつの提供がないから

参加させたいプログラムがないから

連絡帳等がないから

その他

無回答

すでに利用し

ている, 7.7％

利用してみた

い, 20.0％

利用するつも

りはない, 
70.1％

無回答, 2.2％

N＝1471 

N=505 
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（３５） （３４）で「すでに利用している」または「利用してみたい」を選択した方にお

伺いします。ランドセル来館をどのような理由で利用していますか（利用してみ

たいですか。）（複数回答） 

 

  （３４）で「すでに利用している」、「利用してみたい」を選択した方のうち、「子供だけで放

課後を過ごさせることが不安だから」を選択した方が 61.5％と最も多い結果となっています。 

     

 

（３６） （３４）で「利用するつもりはない」を選択した方にお伺いします。ランドセル

来館を利用していない（利用するつもりはない）理由は何ですか。（複数回答） 

 

  （３４）で「利用するつもりはない」を選択した方のうち、「放課後の時間帯に保護者が在宅

しているから」が 42.7％と最も多く、次いで「（習い事など）他に放課後を過ごす場所があ

るから」が 37.6％となっています。 

 

    
 

 

61.5％

42.9％

20.3％

1.0％

15.9％

1.2％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

子供だけで放課後を過ごさせるこ

とが不安だから

子供の通う学校で放課後子供教室

が実施されていないから

放課後子供教室より長い時間を過

ごすことができるから

こどもクラブの入会待ちをしてい

るから

その他

無回答

42.7％

37.6％

25.3％

11.6％

13.2％

1.1％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

放課後の時間帯に保護者が在宅してい

るから

（習い事など）他に放課後を過ごす場

所があるから

学校・自宅から児童館が遠いから

こどもクラブ（学童保育）に入会して

いるから

その他

無回答

N=408 

N=1031 
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② 区の子育て支援で特に力を入れてほしいもの 

（３７） 区の子育て支援として、次の項目の中から、あなたが特に力を入れてほしいもの

は何ですか。（複数回答） 

 

区の子育て支援として特に力を入れてほしいものについては、「公園など家の外で安心して子供

が遊べる場を増やしてほしい」が 60.7％と最も多く、次いで「児童手当などの給付事業による家

庭の経済的支援を強めて欲しい」が39.7％の順になっています。 

 

 
 

 

 

 

 

 

60.7％

39.7％

34.7％

29.9％

20.7％

17.5％

11.6％

10.5％

9.7％

8.8％

5.5％

8.2％

6.3％

2.1％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

公園など家の外で安心して子供が遊べる場を増

やしてほしい

児童手当などの給付事業による家庭の経済的支

援を強めてほしい

放課後子供教室を増やしてほしい

安心して子供が医療機関を受診できる体制を整

備してほしい

残業時間の短縮や休暇の取得促進など企業に対

して職場環境の改善を働きかけてほしい

親子で楽しめるイベントを開催してほしい

こどもクラブ（学童保育）を増やしてほしい

児童館を増やしてほしい

子供への虐待を防止する取組みや子供の人権を

守る取組みを強めてほしい

子育てに困った時に相談したり情報が得られる

場を作ってほしい

子育て中の親同士が交流できる場や子育てにつ

いて学べる機会を提供してほしい

特にない

その他

無回答
N=1471 
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５．中学生・高校生相当年齢者調査の結果 

① 授業のあとに行きたい場所 

（３８） 授業が終わった後／授業や仕事が終わった後、どういうところならば行きたいと

思いますか。（複数回答） 

 

中学生 

「広いグラウンドやプールなど、自由にスポーツができる場所」が 49.5％と最も多く、次いで

「インターネットやゲームなどのコンピュータ機器が自由に使える場所」が35.7％、「本や雑誌な

どが自由に読める場所」が34.2％となっています。 

高校生相当年齢者 

「広いグラウンドやプールなど、自由にスポーツができる場所」が 35.0％と最も多く、次いで

「同じ趣味を持った人が集まれる場所」が30.0％、「落ち着いて勉強ができる場所」が27.4％と

なっています。 

 

中学生及び高校生相当年齢者ともに「広いグラウンドやプールなど、自由にスポーツができる場

所」が一番高い割合での回答となっています。 

 

 

 

49.5％

35.7％

15.2％

23.1％

34.2％

25.6％

32.8％

11.4％

29.2％

13.3％

5.1％

1.5％

35.0％

25.9％

9.1％

20.2％

25.1％

27.4％

26.2％

10.3％

30.0％

16.3％

8.4％

0.8％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

広いグラウンドやプールなど、自由に

スポーツができる場所

インターネットやゲームなどのコン

ピュータ機器が自由に使える場所

絵画や工作などが自由にできる場所

楽器の演奏が自由にできる場所

本や雑誌などが自由に読める場所

落ち着いて勉強ができる場所

気軽に話のできる人がいる場所

いろいろな人と交流ができる場所

同じ趣味を持った人が集まれる場所

特に行きたいところはない

その他

無回答

中学生

高校生相当年齢

者

N=527 

N=263 
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② 携帯電話、インターネット等 

   ⅰ 携帯電話（スマートフォン含む）、パソコンの所有状況 

（３９） 自分で使える携帯電話（スマートフォン含む）またはパソコンを持っていますか。 

ア．携帯電話またはスマートフォン 

中学生 

「持っている」が87.7％、「持っていない」が11.4％となっています。 

高校生相当年齢者 

「持っている」が97.7％、「持っていない」が1.9％となっています。 

 

 イ．パソコン 

中学生 

「持っている」が29.0％、「持っていない」が58.1％となっています。 

高校生相当年齢者 

「持っている」が41.1％、「持っていない」が49.8％となっています。 

 

87.7％

97.7％

11.4％

1.9％

0.9％

0.4％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

中学生

高校生相当年齢者

持っている 持っていない 無回答

29.0％

41.1％

58.1％

49.8％

12.9％

9.1％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

中学生

高校生相当年齢者

持っている 持っていない 無回答

N=527 

N=263 

N=527 

N=263 
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  ⅱ 携帯電話やパソコンの使用頻度 

（４０） 使用頻度またはアクセス頻度はどのぐらいですか。 

※母数（N）は携帯電話あるいはパソコンのいずれかを所有している人 

中学生 

「１時間以上２時間未満」が27.9％と最も多くなっています。 

高校生相当年齢者 

「２時間以上３時間未満」が27.4％と最も多くなっています。 

 

総じて、中学生よりも、高校生相当年齢者の方が、使用時間が長い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.4％

14.3％

27.9％

18.2％

11.9％

4.1％

7.8％

4.3％

3.1％

3.4％

9.1％

21.3％

27.4％

15.6％

4.6％

12.5％

1.9％

4.2％

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％

３０分未満

３０分以上１時間未満

１時間以上２時間未満

２時間以上３時間未満

３時間以上４時間未満

４時間以上５時間未満

５時間以上

ほとんど使わないまたはアクセスし

ない

無回答

中学生

高校生相当年齢者

N=488 

N=263 
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  ⅲ 有害サイトへの対策 

（４１） 携帯電話等やパソコンから有害サイト（「アダルトサイトや出会い系サイト」を指

す、以下同じ）へ接続できないようにするフィルタリング機能を使っていますか。 

※母数（N）は携帯電話あるいはパソコンのいずれかを所有している人 

 

中学生 

「使っている」が50.0％と最も多く、次いで「使っていない」が31.6％となっています。 

高校生相当年齢者 

「使っている」が48.7％と最も多く、次いで「使っていない」が39.9％となっています。 

 

中学生よりも、高校生相当年齢者の方が「使っていない」と回答した人の割合が8.3ポイント高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.0％

48.7％

31.6％

39.9％

16.8％

8.7％

1.6％

2.7％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

中学生

高校生相当年齢者

使っている 使っていない フィルタリング機能を知らない 無回答

N=488 

N=263 
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６．若者（１８歳～３９歳）調査の結果 

① 若者の悩み相談について 

（４２） あなたの普段のコミュニケーション（家族を含め、直接の会話や電話でのやりと

り）についていちばん近いものはどれですか。※仕事上でのやり取りは含めない 

「どちらかというと多い」が 37.5％と最も多く、次いで「多い」が 28.6％となっており、合わ

せて66.1%となっております。 

 

（４３） あなたは、日常生活や仕事などの悩みや不安がある場合、それを相談できる人は

いますか。（複数回答） 

「親」が 66.8％と最も多く、次いで「友人」が 66.0％。また、「配偶者」が 51.0％となってお

ります。 

  
 

多い, 
28.6％

どちらかというと

多い, 
37.5％

どちらかと

いうと少な

い, 15.1％

少ない, 6.9％

少ないが、メール

やゲーム、ＳＮＳ

上のやり取りはあ

る, 8.1％

ほとんどな

い, 2.3％
無回答, 1.5％

親, 66.8％

配偶者, 
51.0％

兄弟姉妹, 24.7％

その他の家族・親

戚, 7.3％

友人, 66.0％

近所に住む

人, 1.9％
相談できる人はい

ない, 8.1％
無回答, 1.5％

N=259 

N=259 

N=259 
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② ひきこもりについて 

（４４） あなたは、普段どのくらい外出しますか。 

 
  「仕事や学校で平日は毎日外出する」が77.6％と最も多くなっております。一方で、「自室からは

出るが、家からは出ない」が 0.8％、「ふだんは家にいるが、近所のコンビニなどには出かける」は

2.3％となっております。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

77.6％

5.4％

4.6％

3.9％

3.5％

2.3％

0.8％

0.0％

1.9％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

仕事や学校で平日は毎日外出する

仕事や学校で週に３～４日外出する

遊び等で頻繁に外出する

人づきあいのためにときどき外出する

ふだんは家にいるが、自分の趣味に関する用事

の時だけ外出する

ふだんは家にいるが、近所のコンビニなどには

出かける

自室からは出るが、家からは出ない

自室からほとんど出ない

無回答 N=259 
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（４５） あなたが、あまり外出しなくなってから、またはほとんど外出しなくなってから、

どのくらい経ちますか。 

 
  「１年から３年」が 29.4％で最も多く、次いで「６カ月から１年」及び「７年以上」が 23.5％

となっています。 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0％

23.5％

29.4％

5.9％

0.0％

23.5％

17.7％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

６か月未満

６か月から１年

１年から３年

３年から５年

５年から７年

７年以上

無回答
N=17 
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（４６） あなたが、あまり外出しなくなった、またはほとんど外出しなくなったきっかけ 

や理由はなんですか。（複数回答） 

 

「病気」及び「自宅で仕事をしている」が23.5％で最も多く、次いで「その他の家事のため」が

17.6％となっています。 

  

（４７） あなたはこれまでに、次のようなことを経験したことはありますか。（複数回答） 

  
  「上記の事を経験したことがない」を除くと、「不登校」が 8.5％で最も多く、次いで「クラスや

職場への不適応」が8.1％となっています。 

  

23.5％
23.5％

17.6％
11.8％

5.9％
5.9％
5.9％
5.9％
5.9％

0.0％
0.0％
0.0％

11.8％
0.0％

29.4％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

病気

自宅で仕事をしている

その他の家事のため

外出の必要性を感じない

不登校（小学校・中学校・高校）

受験に失敗した

職場に馴染めなかった

妊娠・出産・子育てをするため

介護・介助のため

大学・専門学校に馴染めなかった

就職活動がうまくいかなかった

人間関係がうまくいかなかった

その他

特に理由はない

無回答

7.3％

4.6％

8.1％

8.5％

6.6％

71.4％

7.3％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

ニート

ひきこもり

クラスや職場への不適応

不登校

学校の中途退学

上記の事を経験したことがない

無回答

N=17 

N=259 
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（４８） あなたは、どのようなところであれば、現在の悩みや不安について相談しようと

思いますか。（複数回答） 

 
  「専門家がアドバイスをくれる」が 41.3％で最も多く、次いで「自分の名前を知られずに相談で

きる」が34.4％となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

41.3％

34.4％

30.5％

29.0％

28.2％

24.7％

21.6％

17.4％

15.4％

4.6％

1.9％

3.5％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

専門家がアドバイスをくれる

自分の名前を知られずに相談できる

同じ悩みを持つ人と出会える

メールやＳＮＳで顔を合わすことなく相談

できる

自分のペースでゆっくりと段階的な支援を

してくれる

相談しようと思わない

いろいろな悩みをまとめて聞いてくれる

相談がなくても気軽に行くことができるフ

リースペースがある

ご近所の目を気にすることなく相談できる

自宅に相談に乗ってくれる人が来てくれる

その他

無回答 N=259 
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「家族や友人・知人に相談する」が 59.4％で最も多く、次いで「相談しても解決しないと思う」

が32.8％となっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

59.4％

32.8％

9.4％

4.7％

7.8％

4.7％

15.6％

1.6％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

家族や友人・知人に相談する

相談しても解決しないと思う

自分（または家族）のことを知られたくな

い

何を聞かれるか不安である

相談相手にうまく話せないと思う

相談窓口に行ったことを人に知られたくな

い

その他

無回答

（４９） あなた（（４８）で相談しようと思わないを選択した方）が、悩みや不安を相談し

ようと思わない理由は何ですか。（複数回答） 

N=64 
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７．子供の貧困に関連する調査の結果 

 ※就学前児童保護者票、小学生保護者票、中学生保護者票、高校生相当年齢者保護者票を合算し、集計 

 

① 家庭での介護の状況 

 

   同居家族の中に、介護が必要な方がいる割合は6.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いる, 6.2%

いない, 93.2%

無回答, 0.6%

（５０） 同居しているご家族の中に、高齢であったり、障害があったりするなど、介護が 

必要な方はいますか。 

N=3772 



41 
 

② 世帯の収入状況 

（５１） 父親の昨年１年間（２０１７年１月～１２月）の収入の合計（税込） 

はおよそいくらですか 。 

 

「９００万以上」が19.4％で最も多く、次いで「４００～５００万円未満」が14.2％となって

います。 

   
 

（５２） 母親の昨年１年間（２０１７年１月～１２月）の収入の合計（税込） 

はおよそいくらですか 。 

 

「１００万未満」が 26.6％で最も多く、次いで「１００～２００万円未満」が 15.6％となって

います。 

   
 
 
 

0.3%
0.6%
1.1%

5.1%
11.0%

14.2%
12.9%
12.6%

10.4%
6.9%

19.4%
5.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

収入なし

１００万円未満

１００～２００万円未満

２００～３００万円未満

３００～４００万円未満

４００～５００万円未満

５００～６００万円未満

６００～７００万円未満

７００～８００万円未満

８００～９００万円未満

９００万以上

無回答

5.2%
26.6%

15.6%
13.1%

12.7%
8.8%

6.0%
4.3%

2.3%
1.1%

2.2%
2.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

収入なし

１００万円未満

１００～２００万円未満

２００～３００万円未満

３００～４００万円未満

４００～５００万円未満

５００～６００万円未満

６００～７００万円未満

７００～８００万円未満

８００～９００万円未満

９００万以上

無回答

N=3376 

N=2616 
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③ 家庭の生活状況 

（５３） 現在の暮らしの状況をどのように感じていますか。 

   

「普通」が50.9％と最も多く、次いで「やや苦しい」が20.5％となっています。 

 

   

（５４） ご家庭の家計について、最も近いものをお答えください。 

 

「黒字であり、毎月貯蓄をしている」が35.8％と最も多く、次いで「赤字でも黒字でもなく、ぎ

りぎりである」が34.7％となっています。 

 

 
 

4.6%

15.9%

50.9%

20.5%

6.7%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変ゆとりがある

ややゆとりがある

普通

やや苦しい

大変苦しい

無回答

3.5%

10.8%

34.7%

10.8%

35.8%

2.0%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40%

赤字であり、借金をして生活している

赤字であり、借金をして生活している貯蓄を取

り崩している

赤字でも黒字でもなく、ぎりぎりである

黒字であるが、貯蓄はしていない

黒字であり、毎月貯蓄をしている

その他

無回答

N=3772 

N=3772 
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（５５） あなたのご家庭では、過去１年間に、経済的な理由で、支払えないことはありま

したか。 

 

（１）電気料金 

  

（２）ガス料金 

   

（３）水道料金 

   

（４）家賃 

  

 

あった, 2.4%

なかった, 
91.1%

該当しない（払

う必要がな

い）, 4.3%

無回答, 2.2%

あった, 2.0%

なかった, 
90.7%

該当しない（払

う必要がな

い）, 5.0%

無回答, 2.3%

あった, 2.2%

なかった, 
91.0%

該当しない（払

う必要がな

い）, 4.4%

無回答, 2.4%

あった, 2.4%

なかった, 
70.9%

該当しない（払

う必要がな

い）, 23.6%

無回答, 3.1%

N=3772 

N=3772 

N=3772 

N=3772 


